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《ポイント》


　・与えられた慣用句の意味を正しく理解する。


・主語・述語のある完全な文とし、解答欄の八割以上を満たす。


　・場面や条件を設定し、説得力のある文とする。


　・与えられた慣用句が、文中で適切に用いられているか検討する。








二の足をふむ





鼻をあかす





目がない





一　例を参考に、次に示す語句を使って、四十字以内で短作文を作りなさい。





(例)【口がかたい】　　


→親友の彼は口がかたいから、どんな秘密でも安心して打ち明けることができる。























 


○【二の足をふむ】

















　　　





　○【鼻をあかす】























　○【目がない】























二　意味調べをして、語句の意味を定着させなさい。





　　











